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研究成果の概要（和文）：各種サービスの高度化や新規創出には、個人の行動に関わる様々な情報の収集や利活用が不
可欠であり、近年のスマートフォンをはじめとした携帯端末の普及によって、その実現と利活用が期待されている。本
研究では、利用者個人毎の活動情報を横断的に収集し、保護しながら利活用する仕組みとして「情報銀行」の仕組みを
実験的に作成し、実際に収集した移動軌跡等をもとに個人の行動予測手法の開発と検証を行った。

研究成果の概要（英文）：In order to enhance personalized services and establish novel services, aggregatin
g personal activity information related to individual activities is necessary. And widely spreading mobile
 devices including a smart phone has been expected to facilitate individual data aggregation. Therefore, w
e developed "Information Bank" as a platform to aggregate comprehensive personal activity information and 
to utilize them with considerations to privacy concerns, and evaluated an availability of aggregated data 
through the experiment of estimating personal activity.
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１．研究開始当初の背景 
	
 オンラインサービスやスマートフォンの
普及に伴って，購買履歴（決済履歴）や位置
情報（移動軌跡）などの動的に生成される個
人の活動情報が容易に取得可能になり，様々
なサービスの新規創出や高度化に利用され
るとともに，今後も更に個人の活動情報の取
得と利活用の機会が増大するものと予想さ
れる．しかし，個別のサービスで取得される
個人の活動情報は利用者の活動全体から見
ると非常に断片的なものであり，災害対応や
医療・健康といった分野横断的に個人の活動
情報を必要とする分野においては十分とは
言えず，利用者個人毎に最適化されたサービ
スの実現には至っていない．  
	
 こうした状況に対し，情報を産み出す利用
者本人が個人の活動履歴情報を統合できる
唯一の主体であることに着目し，利用者の管
理の下で活動情報を集約し利活用する仕組
みとして『情報銀行』を提案している．情報
銀行では，利用者の断片的な活動情報を，利
用者本人によって『個人口座』に集約・統合
し，網羅性の高い情報資産を実現する．さら
に，利用者本人の承認の下で，民間や公共サ
ービスへ提供（投資）することで，サービス
の高付加価値化や新規サービスの創出を促
す社会的なシステム・地域の情報基盤の実現
を目指している．個人の活動情報を集約・利
活用を広く取り扱う社会システムを検討し
ている例は稀であり，具体的に機能するエコ
システムの実証検討が必要である． 
 
２．研究の目的 
	
 本研究では，『情報銀行』の基本的な仕組
み（図１）を試験的に開発・利用することで，
以下の 3点を目的に実施する． 
（１）実際に個人の活動情報を蓄積する実証
実験を通じて， 
（２）蓄積した個人活動情報から各種サービ
スの基盤情報となる個人の行動予測手法を
開発するとともに， 
（３）実験からのフィードバックをもとに，
試作した情報銀行のシステム改善を行う． 
具体的には，スマートフォンアプリを利用

して定期的に位置情報（移動履歴）を取得す
るとともに，スケジュール情報を情報銀行の
個人口座に履歴を蓄積し，その履歴データを
から個人の行動を予測する手法の開発と予
測結果の評価を行う． 

３．研究の方法 
	
 実際に試作した情報銀行の仕組みを用い
て，数名～十数名の被験者から個人活動履歴
を収集する予備実験を行い，収集した活動履
歴情報から行動予測モデルの開発を行う．ま
た，予備実験で得られた被験者からのフィー
ドバックをもとに情報銀行の機能の追加や
改善を行う．	
 
	
 
（１）個人履歴情報にもとづく行動予測モデ
ルの開発	
 
	
 位置情報（移動軌跡）を中心とした個人の
履歴情報をもとに，利用者本人の行動を事前
に数時間程度の範囲で推定する行動予測モ
デルを開発する．特に，移動経路，移動目的
地（滞在地），を主な推定の対象とする．位
置情報は利用者の負担が少なく簡便に取得
可能な方法として，スマートフォン（Android
及び iPhone）アプリを利用する.また,具体的
な活動内容を示す情報として，オンラインカ
レンダーの情報を集約し,行動結果を表す実
績情報として利用する．	
 
集積された位置履歴情報は，日常的な移動

経路や立ち寄り先（自宅や勤務先など）が多
くを占めるため，速度変化や時空間的な密度
をもとにクラスタリングしグループ化する
ことで立ち寄り先（滞在地点）を推定する．
さらに，活動内容に応じた場所の推定行うた
め，スケジュール情報に含まれる活動内容の
単語情報を，当該活動時間帯に合致する滞在
地点の特徴情報として割り当てる事で，滞在
地点に対して定量的な特徴付けを行い行動
推定のパラメータとして追加する（図２）．	
 
一方で，滞在地点に含まれなかった位置情

報は移動中の点として移動経路の推定に利
用する．候補となる移動経路を得る方法には、
道路・鉄道の双方を含めた単純な最短経路以
外にも確率的に複数件を生成し，実際に記録
された移動軌跡に対して過去の履歴と照ら
し合わせて，より尤もらしい経路を得る．	
 
	
 
（２）情報銀行のシステム改善	
 
	
 行動予測モデル開発・評価の過程で行う実
験と合わせて，前述のスマートフォンアプリ
をはじめ，活動履歴情報（移動軌跡・スケジ
ュール）を視覚化するインタフェース、蓄積
した活動履歴情報の二次利用の承認フロー
など,『情報銀行』のシステム全般について



同時にフィードバックを得る事で，システム
の改善と更新を行う．特に活動履歴情報の二
次利用の承認フローにおいては，OAuth 等を
はじめとした標準的なクラウドデータの利
用承認プロトコルを採用する.	
 	
 
	
 
４．研究成果	
 
（１）移動軌跡の自動取得アプリ	
 
継続的な移動軌跡の取得のため，Android

スマートフォンの GPS 測位機能を利用したア
プリとして iBankLogger を開発した．本アプ
リでは，被験者の位置情報を一定間隔（5 分
をデフォルトとして 1 分，3 分，5 分から選
択可能）で取得し，スマートフォン端末に一
時的に保存した履歴をおよそ 15 分毎に情報
銀行の個人口座に送信する．スマートフォン
では GPS 測位のほか，Wi-Fi を利用した測位
が利用可能であるが，Wi-Fi 測位を利用した
場合に時折含まれる過大な測位誤差の回避
が困難であったことから，GPS 測位のみを利
用している．また，日常的に位置情報を取得
するため，バックグラウンドで常時稼働する
が，GPS 機能はバッテリ消費が著しく，通常
の携帯電話機能の利用が制限されることや，
充電機会の確保など，被験者の負担が大きく
なる．そのため，測位間隔の初期値 5分とす
るほか，測位の実行に合わせて GPS 測位機能
の ON/OFF を自動的に切り替える実装を加え，
消費電力を極力抑えるよう配慮することで，
少なくとも途中充電なしに終日計測できる
よう改善した	
 ．図３にアプリの画面を示し
た．ボタンなどの最低限のものを配置したシ
ンプルな構成としており，情報銀行アカウン
トとの対応付けを行った後は，記録開始と終
了のボタンを押下するのみの構成である．	
 
	
 
（２）行動予測モデル	
 
	
 時空間的に GPS 測位点の密度の高いエリア
を滞在地点として抽出することで，地域・個
人毎に多少のパラメータ調整が必要である
が，比較的高精度に滞在地点が推定可能とな
った．またそれに加えて，滞在地点間の移動
経路についても，鉄道経路の他、道路経路に
ついては最短経路探索以外の候補を確率的
に複数生成する手法（Dial 法）を導入するこ
とで，実際に記録された移動軌跡に対してよ
り尤もらしい経路が選ばれる結果となった
（図４）．	
 
また，活動内容に応じた場所の推定行うた

め，スケジュール情報に含まれる活動内容の
単語情報を，当該活動時間帯に合致する滞在
地点の特徴情報として割り当てる事で，滞在
地点に対して定量的な特徴付けを行い行動
推定のパラメータとした．	
 
	
 以上のように改善を加えた行動推定モデ
ルを実際に記録された履歴情報に適用し，１
／３／５時間後の行動内容をそれぞれ推定
し，推定精度の検証を行った．結果として，
約 2ヶ月分の活動記録に対し履歴情報が増え
るに連れて推定精度が向上し，約 1ヶ月程度

の履歴情報で推定精度が概ね一定となる事
が確認された（図５）．	
 
	
 
（３）今後の展望：社会的受容性の評価	
 
情報銀行の仕組みは実現の見込まれるサ

ービスと合わせて，その受容性・利便性，懸
念事項や不安要素についても合わせて検討
し，社会的な理解を得ながら推進することが
不可欠である．今後は行動推定結果に対する
一般へのアンケートや，関連する民間企業等
へのヒアリングを通じて，社会的に受容され
る仕組みとして検討を進めていきたい．	
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